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令
和
三
年
八
月
二
日
（
月
）

　

十
時
～
十
二
時
十
分

�

於　

岡
山
県
珠
算
会
館

　
　
　
　
　
　

二
階
会
議
室

出
席
者
（
敬
称
略
）

　

池
上
・
金
光
・
平
上
（
博
）・

　

土
井
原
・
則
武
・
秋
元
・
嘉
数

◎
各
執
行
部
か
ら
報
告
等

研
修
部

・�

八
月
二
十
九
日
の
演
題

　

�「
支
部
業
務
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
」
講
師
・
支
部
長

検
定
部

・�
地
区
に
よ
っ
て
手
順
の
不
備
か

ら
検
定
業
務
に
支
障
が
で
て
い

る
「
検
定
申
込
票
兼
成
績
表
」

常
任
委
員
会

第
二
回

の
氏
名
・
生
年
月
日
の
間
違
い

が
な
い
よ
う
に
再
度
確
認
を
地

区
へ
お
願
い
す
る
。

競
技
部

・�

中
国
五
県
大
会
ま
で
の
流
れ

①�

七
月
二
十
四
日（
土
）
十
時
～

十
二
時

　

�

リ
モ
ー
ト
接
続
テ
ス
ト
及
び
音

声
等
の
確
認
実
施

　

岡
山
珠
算
会
館
…
二
階
会
議
室

②�

八
月
九
日
（
月
）
十
時
～
十
二

時

　

第
二
回
リ
モ
ー
ト
接
続
テ
ス
ト

　

岡
山
会
場
…
久
米
郡
商
工
会
館

・�

十
月
三
日
（
日
）
ち
び
っ
子
そ

ろ
ば
ん
大
会
…
昨
年
、
参
加
出

来
な
か
っ
た
四
年
生
参
加
と
開

催
方
法
を
検
討
す
る
。

広
報
部

・�

九
月
号
は
九
月
十
五
日
発
行
予

定
・�

受
験
者
数
報
告
を
グ
ラ
フ
に
し

て
記
載
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
為
、
総
会
は
書
面
決

議
に
な
り
ま
し
た
。

定
数
報
告

　
　
　

会
員
総
数�

七
十
七
名

　
　
　

有
効
回
答
数�

六
十
八
名

　
　
　

無
回
答�

九
名

　

正
会
員
数
七
十
七
名
の
過
半
数

に
達
し
て
い
る
の
で
総
会
が
成
立

す
る
こ
と
を
報
告

〔
議
事
〕

第
一
号
議
案

　

令
和
二
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
承
認
の
件

　
　
　

承
認�

六
十
八
名

　
　
　

未
承
認�

〇
名

�

第
一
号
議
案
〔
承
認
〕

第
二
号
議
案

　

令
和
三
年
度
事
業
計
画
案
及
び

収
支
予
算
案
承
認
の
件

　
　
　

承
認�
六
十
八
名

　
　
　

未
承
認　
　

�

〇
名

�

第
二
号
議
案
〔
承
認
〕

表
彰�

（
敬
称
略
）

〔
永
年
在
籍
表
彰
〕
本
部

六
十
五
年　

鳥
越　

仲
二（
矢
掛
）

六
十
年　
　

山
野　

通
彦（
矢
掛
）

五
十
五
年　

原
田　

忠
文（
高
梁
）

　
　
　
　
　

平
上　

一
孝（
賀
陽
）

　
　
　
　
　

成
本
真
三
幸（
邑
久
）

五
十
年　
　

平
上　

保
子（
賀
陽
）

四
十
年　
　

井
上
眞
理
子（
岡
山
）

　
　
　
　
　

吉
田　

弘
芳（
倉
敷
）

〔
検
定
事
業
表
彰
〕
本
部

　

検
定　

一
、
〇
〇
〇
名
以
上

　
　
　
　
　

田
辺　

富
恵（
井
原
）

　
　
　
　
　

河
相　

睦
美（
備
南
）

　
　
　
　
　

平
上　
　

博（
賀
陽
）

　
　
　
　
　

青
山
智
恵
美（
美
咲
）

　
　
　
　
　

中
田
ゆ
か
り（
高
梁
）

　
　
　
　
　

西
本
多
美
子（
高
梁
）

〔
永
年
在
籍
表
彰
〕
支
部

十
五
年　
　

該
当
者
な
し

十
年　
　
　

土
井
原
光
子（
岡
山
）

　
　
　
　
　

問
田　

隆
大（
備
南
）

　
　
　
　
　

岡
本　

善
嗣（
東
備
）

　
　
　
　
　

池
上　

修
生（
美
咲
）

　
　
　
　
　

青
山
智
恵
美（
美
咲
）

　
　
　
　
　

井
上
真
佐
美（
美
咲
）

　
　
　
　
　

遠
藤
眞
智
子（
美
咲
）

支
部
長　

池
上
　
修
生

支
部
長
の
ご
挨
拶

　

二
期
目
の
支
部
長
職
を
お
預
か

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
、
各

事
業
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
発
生
し
て
二
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
ウ
イ
ル
ス
は
か
た
ち
を

次
々
と
変
え
、
今
の
デ
ル
タ
株
は

さ
ら
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
現
在
押
し
寄
せ
て
い
る

第
五
波
が
過
去
最
大
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
昨
年
に
引
き
続
き
、
事

業
の
ほ
と
ん
ど
が
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
支
部
の
運
営
も
困
難
を

極
め
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
今
年
度
の
目
標
と
い
う
よ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
事

業
活
動
で
き
な
い
た
め
、
今
期
の

目
標
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ

の
事
業
活
動
目
標
に
つ
い
て
、
三

つ
を
目
標
に
支
部
事
業
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
そ
の
一
つ
目
は
、
前
年
度
実
施

で
き
て
い
な
い
研
修
事
業
で
、
珠

算
指
導
者
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
標
と
し
た
講
習
会
の
実
施

で
す
。
そ
れ
は
昨
年
度
、
当
初
か

ら
予
定
し
て
い
た
講
習
会
で
す
。

指
導
者
養
成
講
座
に
つ
い
て
は
昨

年
度
二
回
実
施
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
毎
年
継
続
し
て
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
教
室
経
営
講

座
に
つ
い
て
も
実
施
で
き
ま
し
た
。

こ
の
講
座
に
か
ぎ
っ
て
研
修
単
位

は
も
ら
え
ま
せ
ん
が
、
大
変
好
評

で
し
た
の
で
こ
の
講
座
も
毎
年
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
好
評
だ
っ
た
内
容
は
、

税
理
士
の
先
生
か
ら
税
法
と
い
う

よ
う
な
難
し
い
も
の
で
は
な
く
、

申
告
に
あ
た
っ
て
必
要
な
、
そ
し

て
身
近
な
税
に
関
す
る
も
の
で
し

た
。
そ
れ
と
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
帳

簿
処
理
と
さ
ら
に
利
用
料
は
か
か

り
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
も
の
で
す
。
将
来
的
に
は
、

パ
ソ
コ
ン
か
ら
そ
の
ま
ま
税
務
申

告
ま
で
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
パ
ソ
コ
ン
講
座

に
つ
い
て
は
、
初
歩
の
方
か
ら
学

べ
る
よ
う
に
四
講
座
に
分
け
そ
れ

ぞ
れ
三
回
と
時
間
を
か
け
て
学
べ

る
よ
う
に
企
画
し
て
い
ま
す
。
た

だ
昨
年
度
、
全
く
実
施
で
き
て
い

な
い
の
で
、
是
非
今
年
度
は
実
施

で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
あ
と
、
予
定
し
て
い

て
実
施
で
き
て
い
な
い
講
習
会
が

珠
算
指
導
者
勉
強
会
で
す
。
こ
れ

は
、
珠
算
指
導
者
同
士
の
情
報
交

換
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
横
の
つ
な
が
り
と
い
う
こ
と

で
す
。
ど
ん
な
指
導
し
て
い
る
の

か
、
ど
ん
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
教

室
運
営
し
て
い
る
の
か
な
ど
で
す
。

良
い
も
の
は
取
り
入
れ
、
無
駄
な

も
の
は
省
く
こ
と
で
、
多
く
の
習

い
事
が
次
々
と
増
え
る
中
で
皆
さ

ん
の
教
室
運
営
に
役
立
て
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

●
二
つ
目
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推

進
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
支
部
役
員
が
常

に
事
務
所
で
仕
事
を
す
る
の
で
は

な
く
、
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
利

用
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
作
業
を
行
う

こ
と
で
す
。
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム

と
い
う
の
は
、
最
近
よ
く
耳
に
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
も
の
で
一
カ

所
に
あ
る
デ
ー
タ
を
遠
隔
地
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
は
、

Zoom

［
ズ
ー
ム
］
やLIN

E

［
ラ

イ
ン
］
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
リ

モ
ー
ト
会
議
な
ど
が
で
き
る
道
具

の
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
支

部
役
員
だ
け
で
な
く
地
区
役
員
の

皆
さ
ん
が
、
何
時
間
も
か
け
て
会

議
に
で
か
け
た
り
、
印
鑑
を
押
す

た
め
だ
け
に
多
く
の
時
間
を
割
い

た
り
す
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
県
下
各
地
区
の

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
る
検
定

事
業
に
伴
う
事
務
処
理
も
、
ク
ラ

ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
れ
ば
、

自
宅
や
検
定
試
験
審
査
会
場
で

デ
ー
タ
を
入
力
す
れ
ば
報
告
が
完

了
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
経
費
の
削
減
と
業
務
の
簡
素

化
さ
ら
に
は
手
続
き
の
不
備
を
解

消
す
る
目
的
で
元
年
度
よ
り
、
一

つ
の
地
区
に
お
願
い
を
し
て
問
題

点
な
ど
を
検
証
す
る
た
め
に
実
際

に
仮
運
用
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
現
実
的
に
審
査
報
告
業

務
の
軽
費
削
減
と
作
業
時
間
の
短

縮
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
三
つ
目
は
、
会
員
減
少
に
歯
止

め
は
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
新
入

会
員
の
増
加
を
期
待
し
て
〝
珠
算

指
導
者
養
成
講
座
〟
を
企
画
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
会
員
が
増

え
な
い
最
大
の
理
由
は
、
珠
算
教

室
の
経
営
だ
け
で
は
〝
生
計
が
立

て
ら
れ
な
い
〟
こ
と
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を

解
消
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
、
ど
う
す
れ
ば
〝
そ
ろ
ば
ん

の
先
生
〟
に
な
れ
る
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
〝
そ
ろ
ば
ん
〟
を
教
え
ら

れ
る
の
か
な
ど
珠
算
の
経
験
が
な

・�

支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
修

正
・
変
更
は
支
部
へ
申
請

◎�

令
和
二
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
報
告
に
つ
い
て

・�

令
和
三
年
度
通
常
総
会
は
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
措
置
と
し
て
書

面
決
議
に
て
実
施
す
る　
〔
承

認
済
〕

・�

収
支
決
算
書
に
説
明
書
添
付
す

る
。

○
そ
の
他

・�

令
和
三
年
度
の
小
学
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
は
中
止
に
な
っ
た

事
を
「
通
常
総
会
書
面
審
議
の

実
施
に
つ
い
て
」
の
文
書
に
記

載
す
る
こ
と
。

・�「
検
定
試
験
申
込
票
兼
成
績
表
」

の
報
告
ま
で
の
地
区
検
定
業
務

手
順
を
手
書
き
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、

そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
各
地
区
へ
検
定
業
務
の

時
に
不
備
が
起
き
な
い
よ
う
お

願
い
し
て
い
く
。

い
人
で
も
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

そ
う
い
っ
た〝
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
〟

の
よ
う
な
も
の
を
役
員
だ
け
で
な

く
皆
さ
ん
の
お
知
恵
を
い
た
だ
き

な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
短
期
で
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
か
を
始
め
な

け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
あ
く
ま
で
も
た
だ
の
ワ
ク
チ

ン
で
あ
っ
て
ウ
イ
ル
ス
を
防
ぐ
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
い
れ
ば
、〝
重
症
化

し
に
く
い
〟
だ
け
で
感
染
も
し
ま

す
し
、
他
の
人
に
も
移
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
発
生
以
来
、
お
こ
な
っ
て

こ
ら
れ
た
感
染
対
策
を
こ
れ
か
ら

も
怠
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。
そ
し
て
健
康
に
留
意

し
て
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
下
さ

い
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

出
席
者
（
敬
称
略
）

　

池
上
・
金
光
・
平
上
（
博
）・

　

土
井
原
・
問
田
（
隆
）・
則
武
・

　

秋
元
・
嘉
数
・
河
相
・
森
田
・

　

山
野
・
平
川

�

（
珠
算
会
館
）　　
　

　

豊
田
・
杉
本
・
繁
森
・
井
上
・

　

首
尾
木

　
　
　
　
　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）

◎
支
部
長
あ
い
さ
つ

・�

本
日
は
常
任
委
員
会
と
地
区
長

連
絡
会
の
合
同
会
議
と
す
る

◎�

各
執
行
部
か
ら
の
経
過
報
告
と

今
後
の
予
定

研
修
学
対
部

・
八
月
二
十
九
日
指
導
者
講
習
会

・�

九
月
六
日
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
案
内
発
送

検
定
部

・�

一
月
、
三
月
、
五
月
検
定
、
各

　
　
　
　
令
和
三
年
七
月
四
日（
日
）
９
時
～
11
時
50
分

�

於 

岡
山
県
珠
算
会
館
二
階
会
議
室

�

オ
ン
ラ
イ
ン
各
役
員
宅

地
区
で
感
染
対
策
し
通
常
実
施

・�

七
月
、
九
月
、
十
一
月
検
定
は

通
常
実
施
予
定

競
技
部

・�

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
し
岡
山
県
大

会
は
中
止

・�

中
国
五
県
選
手
権
大
会
は
八
月

十
八
日
（
水
）

・�

十
月
三
日
（
日
）
ち
び
っ
こ
大
会

・�

十
月
十
七
日
（
日
）
全
日
本
通

信
大
会

・�

十
一
月
二
十
九
日
～
十
二
月
五
日

県
下
通
信
暗
算
大
会
実
施
予
定

広
報
部

・
九
月
、
一
月
発
行
予
定

・�

P
R
事
業
で
三
月
、
四
月
、
六

月
に
ウ
ェ
ブ
掲
載
を
実
施

総
務
部

・
七
月
二
日
監
査
会
実
施

・�

八
月
二
十
九
日
支
部
通
常
総
会

・�

九
月
五
日
令
和
三
年
度
定
時
社

員
総
会
（
平
上
顧
問
、支
部
長
）

・�

十
二
月
二
十
七
日
年
末
大
掃
除

・�

十
二
月
二
十
八
日
～
一
月
四
日

年
末
年
始
休
暇

・�

一
月
十
三
日
監
査
会

・�

一
月
十
六
日
合
同
会
議
実
施
予

定
◎
地
区
検
定
実
施
に
つ
い
て

・�

検
定
試
験
委
員
の
人
員
不
足
へ

の
対
応
を
検
討

　

一
、�

段
位
検
定
に
は
試
験
委
員

二
名
以
上
必
要

　

二
、�

答
案
審
査
委
員
は
最
低
三

名
必
要

　

�

二
点
に
つ
い
て
は
継
続
審
議
と

す
る
。

◎�

全
日
本
通
信
珠
算
競
技
大
会
の

実
施
に
つ
い
て

・�

十
月
十
七
日
各
地
区
で
実
施
す
る
。

◎�

令
和
三
年
度
小
学
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て

・�

岡
山
県
支
部
と
し
て
は
コ
ロ
ナ

禍
で
あ
る
の
で
実
施
し
な
い
こ

と
と
す
る

◎
地
区
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

・�

検
定
試
験
の
実
施
、
各
事
業
、

会
費
の
申
込
受
付
と
集
金

　

�

各
地
区
、
負
担
軽
減
に
な
る
よ

常
任
委
員
会·

地
区
長
連
絡
会 

う
改
善
の
努
力
を
し
て
支
部
事

業
活
動
を
実
施
す
る

◎
監
査
報
告
に
つ
い
て

・�

嘉
数
監
査
委
員
よ
り
、
全
て
適

正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
と
報
告
。

◎
会
議
等
の
手
当
て
に
つ
い
て

・�

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
会
員
も
い

る
の
で
当
日
支
給
は
し
な
い
で

年
度
末
に
一
括
し
て
支
払
う
こ

と
に
す
る
。

◎�

検
定
受
験
者
数
表
の
配
布
に
つ

い
て

・�「
珠
算
お
か
や
ま
」
の
紙
面
内

で
グ
ラ
フ
化
し
て
掲
載
す
る
。

◎�

支
部
会
費
の
減
額
措
置
に
つ
い

て
・�

令
和
元
年
度
よ
り
新
入
会
員
及

び
紹
介
会
員
は
支
部
会
費
を
二

年
間
半
額
と
す
る
特
別
措
置
を

実
施
し
て
い
る
が
会
員
の
方
々

へ
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

◎
地
区
長
よ
り

・�

検
定
業
務
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
説

明
会
を
要
望
⬇
実
施
予
定

・�

段
位
検
定
結
果
が
月
曜
日
の
発

表
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た

　

⬇
改
善
対
処
す
る

・�‌

フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
の
申
込
用
紙

は
新
様
式
の
も
の
が
あ
る
か

　

⬇�
現
在
の
様
式
を
変
更
活
用
す

る

・�

級
位
検
定
合
格
発
表
の
曜
日
変

更
に
つ
い
て
（
水
曜
以
降
は
遅

い
）

　

⬇
月
曜
日
以
降
に
変
更
。※�各大会、今後のコロナウイルス感染の状況に

より、中止又は延期になる場合があります。

岡山県ちびっ子
そろばん大会開催

小学校３年生まで参加できます‼
【日時】　令和３年10月３日（日）
【場所】　岡山県生涯学習センター

各種通信競技大会の
ご案内

全日本通信珠算競技大会
【日時】　令和３年10月17日（日）
岡山県下通信暗算競技大会
【日程】　令和３年11月29日（月）～
　　　　　　　　12月５日（日）

表彰式及び
指導者講習会

令和３年８月29日（日）10時～12時
於　岡山県珠算会館



（ 2 ）　　第１８７号� ２０２１年（令和３年）９月15日珠 算 お か や ま

“広報やかげ”に掲載されました

合

格

お

め

で

と

う

第
四
〇
三
回
・
第
四
〇
四
回
準
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

第
四
〇
三
回
（
珠
算
）

　

六
段　

中
尾　

友
香
（
岡
山
）

　

五
段　

大
熊　

悠
太
（
岡
山
）

　
　
　
　

池
田　

詩
乃
（
岡
山
）

準
五
段　

岡
信　

葵
衣
（
吉
備
）

　

四
段　

妹
尾　

有
乃
（
賀
陽
）

　
　
　
　

関
根
明
希
果
（
吉
備
）

　

参
段　

柏
原　
　

萌
（
吉
備
）

　
　
　
　

小
西　

祥
生
（
邑
久
）

　
　
　
　

尾
峪　

由
菜
（
津
山
）

　
　
　
　

宮
脇　
　

諒
（
岡
山
）

準
参
段　

寺
尾　

美
紀
（
美
咲
）

　
　
　
　

室　
　

大
耀
（
矢
掛
）

　
　
　
　

横
川　

雄
大
（
美
咲
）

　
　
　
　

柏
村　

胡
都
（
岡
山
）

　
　
　
　

亀
山　

大
晴
（
新
見
）

　
　
　
　

青
砥　

正
弥
（
新
見
）

第
四
〇
三
回
（
暗
算
）

準
六
段　

首
尾
木
清
花
（
倉
敷
）

　
　
　
　

中
野　

美
桜
（
倉
敷
）

　

五
段　

長
尾
優
太
朗
（
岡
山
）

　
　
　
　

重
政　

琉
音
（
吉
備
）

　
　
　
　

太
安　

芭
奈
（
高
梁
）

準
五
段　

宮
脇　
　

諒
（
岡
山
）

　

四
段　

千
原　

小
牧
（
東
備
）

　

二
年
ぶ
り
に
広
報
を
引
き
受
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
受
け
な

が
ら
、
少
し
で
も
読
み
や
す
い
〝
珠

算
お
か
や
ま
〟
に
な
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
生
方
の
方
か
ら
〝
こ
ん
な
記
事
等

ど
う
か
な
～
〟
と
か
教
室
で
の
嬉
し

い
出
来
事
…
等
々
ど
う
ぞ
気
軽
に
声

を
か
け
て
下
さ
い
。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
状
況
が
心
配

で
す
が
引
き
続
き
予
防
対
策
を
し
な

が
ら
、
子
供
達
の
安
全
と
成
長
を
願

い
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
明
る
く
!!
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
Ａ
・
Ｔ
）

編
集
後
記

退

会

者

令
和
三
年
度
退
会
者

　

岡
山
地
区

　
　

塩
飽　

丸
光

　
　

片
岡
か
お
り

　

吉
備
地
区

　
　

秋
田　

玲
子

　

倉
敷
地
区

　
　

吉
田
三
津
江

新

入

会

員

岡
山
地
区

坪井　薫久
（昭和53年生）

羽原　涼兼
（平成７年生）

　令和３年度　中国五県珠算選手権大会が、８月18日（水）に開催されました。昨年は新

型コロナの影響により止む無く中止となりました。今年も感染がさらに拡大している状況

下でありましたが、日々大会出場に向け練習を頑張っている選手の為にも２年続けての中

止でなく今、出来る事はないかを検討され初めてリモートで各県を繋ぎ大会が開催される

事となりました。その都度事前の接続テストで修正しながら大会当日となりました。岡山

県代表の29名は日頃の練習の成果を発揮。真剣に競技に挑戦しました。その結果小中学校

の部で団体３位に複数の教室が入賞。素晴らしい結果となりました。競技運営に於いてト

ラブルが発生しましたが、種目別読上算、フラッシュ暗算も無事に終了。私としても初の

リモート大会となりましたが一先ず成功出来たのではと実感致しました。来年は島根県開

催。そろばんの街　奥出雲町に於いて開催予定です。各県で予選会が行われ、各県の代表

選手が一堂に会し中国五県珠算選手権大会が開催される事を心から願っております。事前

準備、会議、当日運営等にご協力頂いたすべての先生方に感謝申し上げます。有難うござ

いました。

競技部長　平上　　博
日
時
　
令
和
三
年

　
　
　
八
月
十
八
日
（
水
）

　
　
　
午
後
十
二
時
開
始

　
於
　
久
米
郡
商
工
会
館

主
催
　
全
珠
連
中
国
地
方
連
合
会

コ
ロ
ナ
禍
の
中
初
め
て
中
国
五
県

を
結
ん
で
リ
モ
ー
ト
大
会
と
な
り

ま
し
た

岡
山
県
支
部
の
成
績
は
次
の
通
り

で
す

○
団
体
総
合
競
技

・
小
学
生
の
部

　

三
位　
豊
田
パ
ッ
ソ
ロ
暗
算
教
室

　

〃　
　

打
穴
珠
算
塾

　

〃　
　

遠
藤
珠
算
塾

・
中
学
生
の
部

　

三
位　

打
穴
珠
算
塾

中
国
五
県

珠
算
選
手
権
大
会
開
催

中国五県大会に出場する
矢掛小学校６年生
武
たけ

本
もと

芽
め

依
い

さん（東川面）
矢掛中学校３年生
鳥
とり

越
ごえ

悠
ゆう

汰
た

さん（矢掛）
が矢掛町の山野通彦町長
から激励を受け大会に臨
みました‼

矢掛地区だより

　
「
支
部
業
務
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
」
だ
っ
て
！
テ
レ
ワ
ー

ク
っ
て
最
近
１
日
に
何
回
も
耳
に

す
る
じ
ゃ
な
い
？
で
も
、
そ
れ
に

こ
の
私
（
79
歳
）
が
参
加
す
る
な

ん
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
よ
ね
。

部
分
的
に
話
は
支
部
長
か
ら
聞
い

て
は
い
ま
し
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
に
、

機
械
に
弱
い
私
に
は
～
サ
ッ
パ
リ

想
像
出
来
な
か
っ
た
。
で
も
、
３

枚
複
写
を
ま
た
書
く
羽
目
に
な
っ

て
、
も
う
こ
う
ゆ
う
仕
事
は
時
代

に
合
っ
て
な
い
よ
な
あ
～
出
来
れ

ば
採
点
も
レ
ジ
の

バ
ー
コ
ー
ド
の
よ

う
に
読
み
取
っ
て

「
は
い
！
１
２
０

点
」
な
ー
ん
て
出

て
く
る
機
械
を
誰

か
発
明
し
て
く
れ

な
い
か
な
あ
～
と

思
う
私
で
す
。

　

採
点
は
駄
目
で

も
、
複
写
は
大
丈

夫
み
た
い
で
す
。

指
導
者
講
習
会
に
参
加
し
て

�

岡
山
地
区
長　

森
田　

洋
子

中国五県大会を終えて

準
四
段　

難
波　

実
由
（
岡
山
）

　
　
　
　

鈴
木　

文
都
（
岡
山
）

　

参
段　

坂
口　

華
陸
（
岡
山
）

　
　
　
　

安
藤　

希
彩
（
美
咲
）

　
　
　
　

津
﨑　

汐
音
（
岡
山
）

　
　
　
　

長
尾　

朋
輝
（
岡
山
）

準
参
段　

黒
瀬　

柚
乃
（
美
咲
）

　
　
　
　

佐
藤　

葵
衣
（
井
原
）

　
　
　
　

髙
見　

瑞
穂
（
高
梁
）

第
四
〇
四
回
（
珠
算
）

　

四
段　

影
山
ひ
か
り
（
高
梁
）

準
四
段　

柏
原　
　

萌
（
吉
備
）

　
　
　
　

平
松　

花
菜
（
矢
掛
）

　
　
　
　

小
西　

祥
生
（
邑
久
）

　
　
　
　

宮
脇　
　

諒
（
岡
山
）

　

参
段　

岩
坪　

信
至
（
岡
山
）

　
　
　
　

寺
尾　

美
紀
（
美
咲
）

　
　
　
　

上
山
ひ
よ
り
（
津
山
）

　
　
　
　

髙
見　

瑞
穂
（
高
梁
）

　
　
　
　

亀
山　

大
晴
（
新
見
）

準
参
段　

神
尾　

玲
妃
（
備
南
）

　
　
　
　

片
山
か
ん
な
（
岡
山
）

第
四
〇
四
回
（
暗
算
）

　

六
段　

橋
本　

芽
依
（
東
備
）

　
　
　
　

橋
本　

雅
典
（
津
山
）

　
　
　
　

中
野　

美
桜
（
倉
敷
）

準
六
段　

坂
口　

華
陸
（
岡
山
）

　
　
　
　

太
安　

芭
奈
（
高
梁
）

準
五
段　

西
山　

颯
人
（
東
備
）

　

四
段　

大
塚　

一
輝
（
備
南
）

　
　
　
　

平
松　

花
菜
（
矢
掛
）

準
四
段　

大
井
こ
こ
ろ
（
東
備
）

　
　
　
　

亀
山　

大
晴
（
新
見
）

　
　
　
　

白
神　

亜
依
（
岡
山
）

　

参
段　

矢
鳴　

真
衣
（
高
梁
）

　
　
　
　

黒
瀬　

柚
乃
（
美
咲
）

　
　
　
　

見
戸　

優
斗
（
岡
山
）

　
　
　
　

西
森　

巧
真
（
倉
敷
）

　
　
　
　

望
月　

遙
真
（
倉
敷
）

　
　
　
　

花
房　

阿
門
（
東
備
）

「支部業務のテレワークについて」
令和３年８月29日（日）　　於　岡山県珠算会館
講師　岡山県支部長　池上　修生

指導 者講 習会

た
だ
、
パ
ソ
コ
ン
と
仲
良
し
に

な
っ
て
、
や
り
ま
す
か
！
分
か
ら

な
い
事
は
、
知
っ
て
る
人
に
聞
き

ま
く
っ
て
。
パ
ソ
コ
ン
に
出
て
く

る
カ
タ
カ
ナ
用
語
は
、
ス
マ
ホ
で

調
べ
る
と
か
。

　

本
当
に
２
時
間
の
短
い
講
習
会

で
し
た
が
、
準
備
は
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
初
心
者
の
私
に
も
、

外
観
は
こ
れ
で
わ
か
っ
た
か
ら
、

後
は
少
し
ず
つ
や
っ
て
み
る
だ
け

だ
な
あ
～
と
思
い
ま
し
た
。

令
和
三
年
度


